
 
平成 19 年 9 月期   第 1 四半期財務・業績の概況（非連結）       平成 19 年 1 月 31 日 

 

上 場 会 社 名     株式会社あきんどスシロー      （コード番号：2781 東証第 2 部） 

（ＵＲＬ http：//www.akindo-sushiro.co.jp/） 

問合わせ先 代表者役職･氏名  代表取締役社長     矢三 圭史 

責任者役職･氏名  取締役企画管理部長  小林 慶樹     TEL：（06）6368-1001 

 

1.四半期財務情報の作成等に係る事項 

  ①会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無      ： 有 

    (内容) 税金等、一部簡便的な方法を採用しております。 

②最近会計年度からの会計処理の方法の変更の有無      ： 無 

  ③連結及び持分法の適用範囲の異動の有無          ： 無 

 

2.平成 19 年 9 月期第 1 四半期財務・業績の概況（平成 18 年 10 月 1 日～平成 18 年 12 月 31 日） 

（1）経営成績の進捗状況                                          （金額表示：百万円未満切捨） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
四 半 期 ( 当 期 )

純 利 益

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

19年 9月期第1四半期 13,557 13.8 580 △1.9 607 △1.8 126 58.2

18年 9月期第1四半期 11,908 17.1 592 76.2 618 73.8 80 △46.1

(参考)18 年 9月期 51,098 15.2 2,598 23.7 2,694 24.8 883 △13.0

 

 
1 株当たり四半期

( 当 期 ) 純 利 益

潜在株式調整後1株当たり

四 半 期 ( 当 期 ) 純 利 益

 円 銭 円 銭

19年 9月期第1四半期 23 77 23 71 

18年 9月期第1四半期 15 07 14 98 

(参考)18 年 9月期 165 84 164 92 

(注)売上高、営業利益、経常利益、四半期(当期)純利益におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示しております。 

なお、参考値については対前期増減率であります。 

 

〔経営成績の進捗状況に関する定性的情報等〕 

  当第１四半期におけるわが国の経済情勢は、民需主導の息の長い景気拡大基調にあり、企業

部門の収益増が家計部門に緩やかに波及しているとの見方が一般的でありますが、個人消費や

物価面では弱含みで推移し、特に個人消費には力強さが見られず、まだまだ期待される消費拡

大に結び付いていないのが実情であります。 

外食業界全般においては、一時期の最悪期を脱し既存店売上高が全般的に回復基調にあると

はいえ、依然として市場規模が縮小し、業界内での合従連衡や事業再編などの動きが顕著にな

りつつあります。 
総人口の減少と少子高齢化の進展など業界を取り巻く外部環境は、決して楽観視できるもの

ではありませんが、こうした制約条件はどの業種・業態であっても同じであります。需要の減
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少は、外食業界がお客さまを惹きつける魅力のある「商品」を提供しえていないのではないか、

との観点から考えてみる必要があります。 
新しい需要の創造、いわば「食」におけるイノベーションが求められております。 

このような経済環境と情勢認識のもと、当第１四半期の状況につきましては、お客さまの来

店数アップの具体的施策として、当社の競争優位にある「調達力」と「商品力」を最大限に活

用した販促策を実施致しました。その中でも他社がマネの出来ない品質の高いトロ食材を使っ

た「本マグロフェア」を実施し、業界で注目を集めました。マグロの漁獲高規制と水産物価格

の高騰が、新聞紙上にセンセーショナルに取り上げられる中で、敢えてこの時期に品質の高い

大量のトロ食材を、一皿 105 円（税込み）で提供できるのは、当社が仕入先との間で永年培っ

てきた「食材調達力」があるからであります。こうした希少性のあるマグロ食材を中心に据え

た販促策の効果が大きく、多くのお客さまが来店していただくことに繋がり、この結果、既存

店売上高が大幅に増加し、特に全社目標のお客さま来店数は、前年同期比並びに想定値をいず

れも大きく上回る状況となっております。 
当社の提供する「安全・安心（衛生管理）」・「美味しい（新鮮で高品質）」・「低価格（良心的な

価格設定）」な回転すしが、より多くのお客さまに評価され、満足していただいた賜物と確信し

ております。 
また、出退店につきましては、首都圏 1 店舗、中部圏 2 店舗、近畿圏 3 店舗、の合計 6 店舗

を出店し順調な進捗となっております。また首都圏で 2 店舗の退店を実施し、平成 18 年 12 月

末における店舗数は、すべて直営店で 195 店舗となりました。 

以上の結果、当第１四半期の業績は、売上高は既存店売上が好調でありましたが、利益面で

は比較的原価の高い食材を戦略的に投入したことにより、売上高 135 億 57 百万円(前年同期比

13.8％増)、経常利益 6 億 7 百万円(同 1.8％減)、当期純利益 1 億 26 百万円(同 58.2％増)とな

りました。 
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（2）財政状態の変動状況                                          （金額表示：百万円未満切捨） 

 総 資 産 純 資 産 自 己 資 本 比 率 
1 株 当 た り

純 資 産

 百万円 百万円 ％ 円 銭

19年 9月期第1四半期 14,735 9,469 64.3 1,775 84 

18年 9月期第1四半期 13,476 8,660 64.3 1,627 97 

(参考)18 年 9月期 15,346 9,475 61.8 1,777 20 

 

【キャッシュ・フローの状況】                                 （金額表示：百万円未満切捨） 

 
営業活動によるキャ

ッシュ・フロー 

投資活動によるキャ

ッシュ・フロー 

財務活動によるキ

ャッシュ・フロー 

現金及び現金同等 

物期末残高 

 百万円 百万円 百万円 百万円

19年 9月期第1四半期 107 △559 △176 3,560 

18年 9月期第1四半期 431 △397 △271 2,603 

(参考)18 年 9月期 3,338 △1,498 △492 4,190 

 
〔財政状態の変動状況に関する定性的情報等〕 

当第１四半期における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前第１四半期に比べ 9
億 57 百万円増加し、当第１四半期末には 35 億 60 百万円となりました。 

また、当第１四半期中における各キャッシュ・フローの状況は、次のとおりであります。 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 
当第１四半期において営業活動の結果得られた資金は、107 百万円(前年同期比 75.2％減)とな

りました。 
これは主に、税引前当第１四半期純利益 2 億 43 百万円、減価償却費 3 億 72 百万円、仕入債

務の増加額3億25百万円の資金の増加と法人税等の支払額8億40百万円の資金の減少等による

ものであります。 

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当第１四半期において投資活動の結果使用した資金は、5 億 59 百万円（前年同期比 40.7％増）

となりました。 

これは主に、有形固定資産の取得による支出 3 億 99 百万円、敷金保証金の差入による支出 1

億 71 百万円であります。 

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当第１四半期において財務活動の結果使用した資金は、1 億 76 百万円（前年同期比 35.0％減）

となりました。 

これは主に、配当金の支払額 1 億 33 百万円、借入金の返済による支払 44 百万円であります。 
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3.平成 19 年 9 月期の業績予想（平成 18 年 10 月 1 日～平成 19 年 9 月 30 日） 

 予 想 売 上 高 予 想 経 常 利 益 予 想 当 期 純 利 益 

中 間 期 

通   期 

百万円

26,003

56,544

百万円

    1,078

2,852

百万円 

    474 

1,256 

(参考) １株当たり予想当期純利益（通期） 235 円 54 銭 

1.平成 18 年 11 月 22 日に公表しました当初の業績予想と変更はありません。 

        当第 1 四半期における新株予約権(ストックオプション)の行使による 800 株を考慮した株式数に基づいて１株当たり予

想当期純利益（通期）を算定しております。 

なお、当該新株予約権の行使による株式の増加を考慮せず算定した場合の１株当たり予想当期純利益（当期）は、235

円 58 銭となります。 

      2.上記の予想は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した予想と変わりありませんが、実際の業績は、今後様々な要因

によって予想数値と異なる場合があります。 

 

〔業績予想に関する定性的情報等〕 

今後のわが国の経済情勢から判断して、個人消費はまだまだ力強さに欠け、急激な消費拡大

までには至らないこと、また年央までには日銀による利上げが実施されると想定されること、

など外食業界に好影響を与える大きな環境変化はないものと認識されます。 
このような情勢認識のもとで、当社は当初の方針通り、既存店売上高の強化、とりわけ全社

目標のお客さまの来店数アップの実現に向けて、当社の強み・競争優位の源泉である「商品力」

を武器に、期初計画の必達に取り組んでいく所存であります。 
従いまして、当第２四半期以降の業績見通しにつきましては、当第１四半期の既存店売上高

の対前年伸長率が想定値を上回る状況ではありますが、今後の販促施策並びに新店の出店進捗

状況も併せ勘案し、現時点では、前回公表の中間期および通期の業績予想を変更する状況にあ

りません。 

 

 

〇添付資料 

  (要約)四半期貸借対照表 

  (要約)四半期損益計算書 

(要約)四半期株主資本変動計算書 

   (要約)四半期キャッシュ・フロー計算書 

生産、受注及び販売の状況 
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[添付資料] 

 

1．(要約) 四半期貸借対照表 

(単位：千円未満切捨) 

当四半期 

(平成 19 年９月期

第 1 四半期末) 

前年同四半期 

(平成 18 年９月期 

第 1 四半期末) 

増 減 
（参考） 

平成 18 年９月期 科目 

金 額 金 額 金 額 増減率 金 額 

 

(資産の部) 

   ％  

Ⅰ 流動資産      

 1.現金及び預金 3,675,757 2,738,670 937,086 34.2 4,305,204 

 2.たな卸資産 373,484 490,093 △116,609 △23.8 419,421 

 3.繰延税金資産 100,883 184,399 △83,516 △45.3 200,363 

 4.その他 750,339 672,009 78,329 11.7 618,414 

流動資産合計 4,900,463 4,085,171 815,291 20.0 5,543,403 

Ⅱ 固定資産      

(1)有形固定資産      

  1.建物 4,252,867 4,281,869 △29,001 △0.7 4,542,784 

  2.土地 39,532 190,446 △150,913 △79.2 48,140 

  3.その他 1,320,203 1,275,649 44,554 3.5 1,267,566 

  有形固定資産合計 5,612,604 5,747,965 △135,360 △2.4 5,858,491 

(2)無形固定資産 108,136 118,001 △9,865 △8.4 109,035 

(3)投資その他の資産      

1.敷金保証金 3,537,047 3,434,812 102,235 3.0 3,640,469 

2.繰延税金資産 354,874 8,364 346,510 4,142.9 230,908 

3.その他 230,130 82,517 147,612 178.9 34,847 

  4.貸倒引当金 △8,200 － △8,200 － △70,200 

投資その他の資産合計 4,113,851 3,525,694 588,157 16.7 3,836,025 

  固定資産合計 9,834,593 9,391,661 442,931 4.7 9,803,551 

  資産合計 14,735,056 13,476,833 1,258,223 9.3 15,346,955 
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[添付資料] 

 

(単位：千円未満切捨) 

当四半期 

(平成 19 年９月期

第 1 四半期末) 

前年同四半期 

(平成 18 年９月期 

第 1 四半期末) 

増 減 
（参考） 

平成 18 年９月期 科目 

金 額 金 額 金 額 増減率 金 額 

 

(負債の部) 

   ％  

Ⅰ 流動負債      

 1.買掛金 2,606,966 2,294,392 312,574 13.6 2,281,751 

2.1 年以内償還予定

社債 

－ 20,000 △20,000 △100.0 － 

3.1 年以内返済予定

長期借入金 

146,736 236,267 △89,531 △37.9 159,792 

 4.未払金 1,581,852 1,382,300 199,552 14.4 1,560,250 

 5.未払法人税等 174,033 109,917 64,116 58.3 937,967 

 6.賞与引当金 188,196 150,144 38,052 25.3 261,548 

  7.その他 308,021 283,127 24,894 8.8 374,797 

流動負債合計 5,005,806 4,476,147 529,658 11.8 5,576,105 

Ⅱ 固定負債      

  1.社債 － 20,000 △20,000 △100.0 － 

  2.長期借入金 83,000 229,736 △146,736 △63.9 114,312 

3.役員退職慰労引当金 8,792 16,934 △8,141 △48.1 20,927 

  4.その他 167,981 73,476 94,505 128.6 160,425 

  固定負債合計 259,774 340,146 △80,371 △23.6 295,664 

  負債合計 5,265,580 4,816,293 449,287 9.3 5,871,770 

(資本の部)      

Ⅰ 資本金 － 1,548,750 － － － 

Ⅱ 資本剰余金      

  1.資本準備金 － 1,692,030 － － － 

資本剰余金合計 

Ⅲ 利益剰余金 

－ 1,692,030 － － － 

  1.利益準備金 － 5,000 － － － 

  2.任意積立金 － 4,979,036 － － － 

3.第 1 四半期(当期)未

処分利益 

－ 435,930 － － － 

利益剰余金合計 

Ⅳ 自己株式 

－ 

－ 

5,419,966 

△207 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

  資本合計 － 8,660,539 － － － 

  負債・資本合計 － 13,476,833 － － － 

(純資産の部) 

Ⅰ 株主資本 

  1.資本金 

 2.資本剰余金 

 3.利益剰余金 

   利益準備金 

  別途積立金 

  第 1 四半期(当期)繰

越利益剰余金 

利益剰余金合計 

 4.自己株式 

 

 

1,555,000 

1,698,280 

 

5,000 

5,979,036 

232,366 

 

6,216,402 

△207 

 

 

－ 

－ 

 

－ 

－ 

－ 

 

－ 

－ 

 

 

－ 

－ 

 

－ 

－ 

－ 

 

－ 

－ 

 

 

－ 

－ 

 

－ 

－ 

－ 

 

－ 

－ 

 

 

1,554,600 

1,697,880 

 

5,000 

4,979,036 

1,238,876 

 

6,222,912 

△207 

純資産合計 9,469,475 － － － 9,475,184 

負債、純資産合計 14,735,056 － － － 15,346,955 
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[添付資料] 

 

2．(要約) 四半期損益計算書 

(単位：千円未満切捨) 

当四半期 

(平成 19 年９月期

第 1 四半期末) 

前年同四半期 

(平成 18 年９月期 

第 1 四半期末) 

増 減 
（参考） 

平成 18 年９月期 科目 

金 額 金 額 金 額 増減率 金 額 

 
Ⅰ 売上高 

 
13,557,691 

 
11,908,519 

 

1,649,171 

％ 

13.8 

 

51,098,148 

Ⅱ 売上原価 7,132,475 6,094,763 1,037,712 17.0 26,262,586 

  売上総利益 6,425,216 5,813,756 611,459 10.5 24,835,562 
Ⅲ 販売費及び一般管理

費 

5,844,241 5,221,405 622,836 11.9 22,237,333 

  営業利益 580,974 592,351 △11,376 △1.9 2,598,229 
Ⅳ 営業外収益 31,758 42,628 △10,870 △25.5 174,462 
Ⅴ 営業外費用 5,003 16,418 △11,414 △69.5 78,375 

  経常利益 607,729 618,561 △10,832 △1.8 2,694,317 
Ⅵ 特別利益 26,741 2,400 24,341 1,014.2 10,000 
Ⅶ 特別損失 391,177 461,835 △70,658 △15.3 662,887 

税引前第 1 四半期(当
期)純利益 

243,293 159,125 84,167 52.9 2,041,429 

法人税、住民税及び事
業税 

141,000 79,000 62,000 78.5 1,252,208 

過年度法人税、住民税
及び事業税 

－ － － － 144,658 

法人税等調整額 △24,486 － △24,486 － △238,508 

第 1 四半期(当期)純利
益 

126,779 80,125 46,653 58.2 883,071 

前期繰越利益 － 355,804 － － － 

第 1 四半期(当期)未処
分利益 

－ 435,930 － － － 

 

 

3．(要約)四半期株主資本変動計算書 

当第 1 四半期(平成 18 年 10 月 1 日～平成 18 年 12 月 31 日)          (単位：千円未満切捨) 

株主資本 

資本剰余金 利益剰余金 
 

資本金 
資本準備金 利益準備金 別途積立金

繰越利益剰  
余金 

利益剰余金
合計 

自己  
株式 

株主資本  
合計 

純資産合計

平成18年9月30日残高 1,554,600 1,697,880 5,000 4,979,036 1,238,876 6,222,912 △207 9,475,184 9,475,184

当四半期中の変動額     

新株の発行 400 400 － － － － － 800 800

剰余金の配当 － － － － △133,288 △133,288 － △133,288 △133,288

別途積立金の積立 － － － 1,000,000 △1,000,000 － － － －

当四半期純利益 － － － － 126,779 126,779 － 126,779 126,779

当四半期中の変動額合計 400 400 － 1,000,000 △1,006,509 △6,509 － △5,709 △5,709

平成18年12月31日残高 1,555,000 1,698,280 5,000 5,979,036 232,366 6,216,402 △207 9,469,475 9,469,475
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4．(要約)四半期キャッシュ・フロー計算書 
(単位：千円未満切捨)  

 

当四半期 

(平成 19 年９月期

第 1 四半期末)

前年同四半期 

(平成 18 年９月期 

第 1 四半期末) 

（参考） 
平成18年９月期

区分 金 額 金 額 金 額 

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー      

税引前四半期（当期）純利益 243,293 159,125 2,041,429 

減価償却費（長期前払費用償却を含む） 372,325 207,772 899,184 

減損損失 243,739 451,635 459,887 

貸倒引当金の増減額 △62,000 － 70,200 

賞与引当金の増減額 △73,352 △87,656 23,748 

役員賞与引当金の増減額 △7,900 － 7,900 

役員退職慰労引当金の増減額 △12,134 △3,616 377 

長期総合保険解約益 － － 1,706 

受取利息及び配当金 △5,841 － △45 

支払利息及び社債利息 832 2,050 7,329 

敷金保証金の家賃相殺額 35,794 32,499 135,337 

敷金保証金の解約損 62,564 10,200 99,085 

固定資産売却損益 742 － △1,286 

固定資産除却損 － － 1,948 

たな卸資産の増減額 45,937 △87,337 △16,665 

その他の流動資産の増加額 △140,487 △103,385 △50,006 

仕入債務の増加額 325,215 314,884 302,243 

その他の流動負債の増減額 △47,946 164,479 382,435 

その他の固定負債の増減額 △5,138 2,184 88,083 

役員賞与の支払額 － △15,000 △15,000 

その他 △26,741 135 △265 

小計 948,902 1,047,972 4,437,627 

利息及び配当金の受取額 － － 45 

利息の支払額 △788 △2,424 △7,532 

法人税等の支払額 △840,933 △613,975 △1,091,288 

営業活動によるキャッシュ・フロー 107,181 431,572 3,338,851 
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(単位：千円未満切捨)  

 

当四半期 

(平成 19 年９月期

第 1 四半期末)

前年同四半期 

(平成 18 年９月期 

第 1 四半期末) 

（参考） 
平成18年９月期

区分 金 額 
 

金 額 

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 － － △150,000 

定期預金の払戻による収入 － － 170,000 

有形固定資産の取得による支出 △399,848 △293,088 △1,177,831 

有形固定資産の売却による収入 9,138 － 147,633 

無形固定資産の取得による支出 △6,840 △2,651 △16,826 

敷金保証金の差入による支出 △171,872 △106,062 △522,213 

敷金保証金の返戻による収入 9,649 4,709 13,912 

保険積立金の積立による支出 － △682 △682 

保険積立金の返戻による収入 － － 37,688 

投資活動によるキャッシュ・フロー △559,772 △397,774 △1,498,320 

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー    

長期借入れによる収入 － － 700,000 

長期借入金の返済による支出 △44,368 △90,074 △981,973 

社債の償還による支出 － △80,000 △120,000 

株式の発行による収入 800 5,400 17,100 

長期未払金の返済による支出 － △929 △929 

配当金の支払額 △133,288 △106,288 △106,288 

財務活動によるキャッシュ・フロー △176,856 △271,892 △492,091 

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 － － － 

Ⅴ 現金及び現金同等物の増減額 △629,447 △238,095 1,348,439 

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高 4,190,204 2,841,765 2,841,765 

Ⅶ 現金及び現金同等物の期末残高 3,560,757 2,603,670 4,190,204 
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5．生産、受注及び販売の状況 

(1)生産実績 

     該当事項はありません。 

(2)仕入実績 

(単位：千円未満切捨)  

  
期 

 

品目 

当第 1四半期 

（自 平成 18 年 10 月 １日 

  至 平成 18 年 12 月 31 日）

前年同四半期

比（％） 

前年同四半期 

（自 平成 17 年 10 月 １日 

  至 平成 17 年 12 月 31 日） 

前年同四半期

比（％）  

魚 介 類 4,798,806 116.5 4,118,557 113.6 

穀 類 ・ 麺 類 1,001,334 105.0 953,743  115.8 

酒 類 ・ 飲 料 428,863 103.3 415,318  118.4 

そ の 他 862,353 122.0 706,837  127.8 

合 計 7,091,357 114.5 6,194,457 115.8 

(注)上記の金額には消費税等は含まれておりません。 

 

(3)受注状況  

当社は、最終消費者へ直接販売する飲食業を行っておりますので、受注状況は記載して

おりません。 

(4)販売実績 

(単位：千円未満切捨)  

  期 

 

品目 

当第 1四半期 

（自 平成 18 年 10 月 １日 

至 平成 18 年 12 月 31 日）

前年同四半期

比（％） 

前年同四半期 

（自 平成 17 年 10 月 １日 

 至 平成 17 年 12 月 31 日） 

前年同四半期

比（％）  

回 転 す し 13,552,925 113.9 11,901,564  117.1 

そ の 他 4,765  68.5 6,955   － 

合 計 13,557,691 113.8 11,908,519  117.1 

(注)上記の金額には消費税等は含まれておりません。 
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